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県立大学としての存在意義に応える
Demonstrating the significance of the existence as Prefectural University 





























































タンクとしての機能、 (f)企業研修のニーズへの対応、を提示した。  



































































島根県が目指す将来の姿の実現に向けて、令和 2 年度から 6 年度の 5 か年に
おける施策運営の総合的・基本的な指針を示している。県の将来像（概ね 10


































































































































































































































公立大学協会（2018）『未来マップのための 16 の課題』  
公立大学協会（2019）『公立大学の将来構想：ガバナンス・モデルが描く未来
マップ』






中央教育審議会（2018）『2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン』  
中央教育審議会大学分科会（2014）『大学のガバナンス改革の推進について』 
中央教育審議会大学分科会（2020）『教学マネジメント指針』  
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